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“リポジトリ repository”とは

英語の意味：「容器、貯蔵所、倉庫、（知識など
の）宝庫、・・・」（三省堂コンサイス英和辞典よ
り）

「研究論文などを電子化して蓄え、インターネッ
ト上に公開し、いつでも、誰でも、どこからでも
閲覧することができるようにするシステム（オー
プンアクセス）」



新潟県立看護大学機関リポジトリ構築の経緯

平成 月 事 項

19 7 文部科学省の「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プ
ログラム」に採択

20 10 図書委員会主催の研修会「研究成果発信と学術情報リポ
ジトリ」開催

21 7 新潟県大学図書館協議会で「新潟県地域共同リポジトリ」
承認

21 10
看護研究交流センター平成22年度地域課題研究「新潟県
立看護大学の機関リポジトリ構築の試み」採択

21 11 図書館により「新潟県立看護短期大学紀要」の電子化作
業開始

21 11 『「新潟県立看護大学リポジトリ」の構築について（要望）』
（中野，関谷，橋本）を情報化推進本部に提出



平成 月 事 項

21
～
22

12
～
3

厚生労働省「緊急雇用創出事業」による予算措置で，シス
テム構築とコンテンツ（報告書，センター年報，広報誌等）
の電子化

22 1 情報化推進本部「学術研究成果物の電子化･公開の同意
について（依頼）」発行

22 4 試験公開

22 9
情報化推進本部が本学リポジトリの略称を「NICONURS
（にこナース）」と命名

22 11 「新潟県立看護大学リポジトリ運用指針」制定

22 12 新潟県立看護大学機関リポジトリ「にこナース」として正式
公開

23 2 リポジトリ研修会（「にこナース」構築記念フォーラム）開催



厚生労働省「平成21年度緊急雇用創出事業」
による予算措置

業務内容 人員 期間 予算額

システム構築
電子化・登録作業

外部委託 3ヶ月 1,373,000

電子化にかかわる事
務処理

1名 3ヶ月 486,000

資料の電子化作業



“にこナース”の概要
• 正式名称：新潟県立看護大学リポジトリ

• 英語名称：Niigata College of Nursing Repository

• 略称：NICONURS

• 愛称：にこナース

• 登録されている資料：671件（平成23年4月22日現在）
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資料 件数 ％

研究論文報告書 145 22%

センター関連 156 23%

広報誌等 168 25%

短大関連 202 30%



サーバへの月別アクセス件数

試験公開

正式公開



サーバへの時間帯別アクセス件数
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高頻度ダウンロード資料名，（種別），件数
（平成23年4月22日現在）

1  緩和ケアにおける看護師の役割と・・・．（修士論文） 776

2 “本学の現状と課題 :・・・．（自己点検評価報告書） 730 

3 看護婦のストレスに関する研究 : ・・・．（短大紀要） 628 

4  “老人観”に関する研究の問題.   （短大紀要） 606 

5  新潟県立看護短期大学年報, 2001年度. （短大年報） 459 

6  上越地域における快適で安心な住ま・・・．（短大紀要）436 

6 新潟県立看護大学自・・・．（自己点検評価報告書） 436 

8  在宅要介護者の看護ニーズ・・・．（研究成果報告書） 422 

9  ｢高齢者の性｣に関する看護・・・．（研究成果報告書） 399

10  「高齢者の性」に関する研究(2) : ・・・． （短大紀要）378



リポジトリ研修会
“にこナース”構築記念フォーラム（平成23年2月2日）

①「にこナースが生まれるまで」吉原貴子（本学図
書学生係主任）

②「研究者とリポジトリ」矢田俊文（新潟大学前図
書館長）

③「知の館が目指すもの～上越教育大学の取組
み～」岡崎敬子（上越教育大学学術情報課主
任）

④「にこナースの夢」橋本明浩（本学教授）



「にこナースの夢」
（橋本明浩 本学教授）

• 大学のみならず地方の病院から看護研
究へのアクセスが可能となる（共同研究
の促進）。

• 新潟県民および大学生を送り出す父兄
への説明責任を果たす（大学のアピー
ル）。



結論
1. 機関リポジトリ構築は、単に一組織の所管事業として

ではなく、その機関全体の事業としての位置づけが
必要である。

2. 著作権処理が重要である。

3. システム構築と電子化に対する予算措置が必要であ
る。

4. リポジトリを活用することにより以下のことが期待され
る。

①本学研究活動の紹介と活性化

②教育効果

③大学の知的資産の蓄積
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